
60
周年記念

1920

創
立
60
周
年
記
念
事
業

60周年記念事業

シンボルストリート全景

徳
島
大
学
創
立
60
周
年

記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会

　
11
月
2
日
（
月
）
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
徳
島
で
、
高
井
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
、
徳
島
県
選
出
国

会
議
員
な
ど
二
百
七
十
人
が
出
席
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、

徳
大
合
唱
団
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス
の

コ
ー
ラ
ス
に
始
ま
り
、
青
野
学
長
の
式

辞
に
引
き
続
き
、
高
井
政
務
官
、
飯
泉
知

事
、
海
外
交
流
協
定
校
、
齋
藤
事
業
後
援

会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
徳
島
大
学
の
教
育
研
究
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
企
業
に
対

し
、
青
野
学
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
武
田
元
学
長
ら
の
来

賓
ス
ピ
ー
チ
後
、
同
窓
会
代
表
の
仁
木

青
藍
会
会
長
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談
が

進
み
、
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
田
中
教
授

ら
に
よ
る
「
阿
波
踊
体
操
」
も
披
露
さ

れ
、
出
席
者
全
員
で
60
周
年
を
盛
大
に

祝
い
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
完
成

　
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
「
シ
ン
ボ
ル
ス
ト

リ
ー
ト
」（
工
学
部
側
）
が
完
成
し
、
11

月
12
日
（
木
）
に
完
成
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
は
60
周

年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
工

学
部
共
通
講
義
棟
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
大
時
計
か

ら
総
合
科
学
部
に
伸
び
て
お
り
、
現
在

は
総
合
科
学
部
側
で
も
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
青
野
学
長
か
ら
は
「
学
生
や
職
員
の

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
て

カ
フ
ェ
『S

anjyo

』
が
同
時
オ
ー
プ
ン

し
、
現
在
お
お
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

城
戸
久
枝
氏 

特
別
講
演
と
ト
ー
ク

　
12
月
5
日
（
土
）
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

で
、
本
学
総
合
科
学
部
卒
業
生
の
城
戸

久
枝
氏
を
お
招
き
し
、
城
戸
氏
の
原
作

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
『
遥
か

な
る
絆
』
を
通
し
て
「
家
族
の
絆
」
を
考

え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
青
野
学
長
の
挨
拶
の
後
、

第
１
部
と
し
て
、
城
戸
久
枝
氏
に
よ
る

「
家
族
の
絆
ー
愛
媛
・
牡
丹
江
ー
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

第
２
部
で
は
、
本
学
総
合
科
学
部
の
葭

森
教
授
の
司
会
に
よ
る
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
も
あ
る
城
戸

氏
の
父
「
城
戸
幹
」
氏
（
作
家
）
も
松
山

か
ら
徳
島
へ
来
て
い
た
だ
き
、
中
国
残

留
孤
児
と
し
て
の
苦
し
い
体
験
談
や
家

族
の
絆
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

会
場
の
参
加
者
四
百
人
は
、
ほ

と
ん
ど
が
ド
ラ
マ
を
見
ら
れ
た
方
々

で
、
幹
氏
の
情
感
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
に

涙
ぐ
む
場
面
も
見
ら
れ
、
感
動
を
胸
に

焼
き
付
け
て
会
場
を
あ
と
に
し
て
い
ま

し
た
。

記
念
音
楽
会

　
11
月
29
日
（
日
）
徳
島
大
学
の
長
井

記
念
ホ
ー
ル
で
、
地
元
四
国
出
身
で
現

在
は
東
京
で
活
躍
し
て
い
る
木
管
五
重

奏
団
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
イ
ヴ
ロ
ー

ニ
ュ
」
を
招
い
て
、
音
楽
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
イ
ヴ
ロ
ー
ニ
ュ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

酔
っ
ぱ
ら
い
と
い
う
意
味
で
、
音
楽
に

酔
い
し
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ハ
イ
ド
ン
の
名
曲
や
本
学
総
合
科
学

部
の
宮
澤
教
授
の
新
作
な
ど
が
演
奏
さ

れ
、
多
く
の
聴
衆
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

賀
川
豊
彦
を
語
る
林
啓
介
氏
講
演
会

　
12
月
9
日
（
水
）
徳
島
大
学
常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
徳
島
の
偉
人
「
賀

川
豊
彦
」
に
つ
い
て
語
る
と
題
し
て
、

徳
島
日
独
協
会
副
会
長
の
林
啓
介
氏
を

招
き
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
代
日
本
の
代
表
的
社
会
運
動
家
で

あ
り
、「
死
線
を
越
え
て
」
の
著
者
で
も

あ
る
賀
川
豊
彦
の
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
生
涯
に
つ
い
て
、
林
氏
が
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
総
合
科
学
部
の
学
生
も

多
数
参
加
し
て
お
り
、
時
代
を
経
て
も

な
お
訴
え
る
も
の
が
あ
る
偉
人
の
話

に
、
時
間
を
忘
れ
て
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

記
念
美
術
展
シ
リ
ー
ズ

徳
島
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
施

　
徳
島
大
学
で
は
、
創
立
60
周
年
を
記
念
し
、
教
育
・
研
究
の
更
な
る
発
展
と
社
会
貢
献
を
目
標
に
、

『
輝
く
未
来
を
つ
く
る
徳
島
大
学
60
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
、
記
念
講
演
会
、
記
念
音
楽
会
や

記
念
美
術
展
の
ほ
か
、
各
学
部
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
等
、
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
の
行
事
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

創立60周年記念式典の様子

式辞を述べる青野学長祝辞を述べる高井政務官祝辞を述べる齋藤後援会長

憩いの場「カフェ Ｓａｎｊｙｏ」

テープカットする青野学長ら

講演する城戸久枝氏トークイベント（中央：城戸幹氏）

演奏後のアンサンブル イヴローニュ

講演する林啓介氏

河崎良行彫刻展（7月）徳島大学春暁書作展（5月）平木美鶴美術展（10月）


